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特集２ 専門性向上への取り組み 情報研究部 実践報告

盲学校における情報教育の意義と活用マニュアルの作成

情報教育研究部 新城直 長尾一

１９８９年（平成元年）に本校に当時の教科外研の一組織として「情報処理研究部」が

発足されました。これを発足させたのは、当時視覚障害者のパソコン利用が始められ、そ

の技術を身に付けることで、普通文字の読み書きが可能になることが予感されたこと、ま

た点字においても、パソコンを使うことで点字教材が作り易くなると考えられたからです。

それから約１５年が経過しました。この間、パソコンの低価格化や携帯電話・インターネ

ット等の出現・普及によって視覚障害者のコミュニケーション手段が飛躍的に広がり、今

やパソコン等の情報機器がなければ、社会生活を営む上で多くの支障を来すまでになって

います。視覚障害者は情報障害者であると言われるだけに、これらＩＣＴ(情報通信技術)

は、視覚障害者にとっては、不可能を可能にする希望の技術であると言われる所以です。

しかし、ＩＣＴを活用するためには、障害があることで様々なバリアが山積みしている

のも事実であり、また、これらが新たなバリア（いわゆるデジタルデバイドと言われる問

題）や犯罪などに悪用されたり、巻き込まれたり、あるいは、有害情報の氾濫等といった

負の生産物を産み出す危険性を持っていることも認識していなければなりません。

今、私達は 「高度情報通信ネットワーク社会」に入りつつあります。ともすれば、Ｉ、

ＣＴとかコンピュータという言葉のひびきや、インターネットにおける匿名性あるいは、

相手が見えない等の理由で「人間性」を忘れがちになります。しかし、ネットワークは、

「人間のネットワークであり、そこには、血のかよった人間がいることを忘れてはなりま

せん。したがって、ＩＣＴならびにあらゆるネットワークは、人間性にあふれた、まさに

人にやさしいものでなければならないのです。

このようなことから、現在では、情報の受発信の技術を単に身につけさせるだけではな

く、情報にアクセスする際のモラルやルールを含めて身につけておく必要があるのです。

これが「情報教育の意義」であり、名称を「情報教育研究部」と変えた理由でもあります。

障害者のこれら情報アクセスへの保障は、 年の障害者基本法や国連・障害者の機1993
会均等に関する基準規則でも世界的な理念として確認され、まさに「情報アクセス、情報

発信は現代の基本的人権」とも言えるものなのです。それは障害者だけでなく、高齢者を

はじめ、すべての人のために不可欠な権利となっているのです。

総務省は、平成１４年１２月から、ＩＣＴが高齢者、障害者も含め誰にとっても一層使

いやすくなり、活用されるようになるための方策を検討するため、高齢者・障害者当事者、

関連企業、学識経験者等から構成される「高齢者・障害者によるＩＣＴ活用の推進に関す

る研究会 （ＩＣＴユニバーサル研 （座長：高橋立教大学コミュニティ福祉学部教授）を」 ）

開催し、その報告書が取りまとめられました。
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総務省では、本報告書を踏まえ、高齢者、障害者を含めた誰もがＩＣＴを主体的に利用

でき、その利用機会を通じて個々の能力を最大限に発揮することが可能となる社会（ＩＣ

Ｔユニバーサル社会）の実現に向けた施策を積極的に推進していくこととしています。

文部科学省においては、次のように政策目標を掲げています。

「高度情報通信ネットワーク社会が進展していく中で、子どもたちが、コンピュータや

インターネットを活用し、情報社会に主体的に対応できる「情報活用能力」を育成するこ

とは非常に重要です。

こうした情報活用能力の一層の充実を図るために、新しい教育課程では、

１．小・中・高と各学校段階を通じて、各教科等や「総合的な学習の時間」においてコ

ンピュータやインターネットの積極的な活用を図るとともに、

２．中・高等学校において、情報に関する教科・内容を必修としています。

また、各教科等の授業の中で、先生がプレゼンテーションしたり、子どもたちがコンピ

ュータやインターネットで調べたり、交流したりすることによって 「わかる授業」や、

「魅力ある授業」の実現に役立てていきます。

e-Japanこうした、情報化に対応した教育を実現するため、ＩＴ戦略本部が策定した「

重点計画」等に基づき 「 年度までに、すべての小中高等学校等が各学級の授業にお、 2005
いてコンピュータを活用できる環境を整備する」ことを目標に、教育用コンピュータの整

備やインターネットへの接続、教員研修の充実、教育用コンテンツの開発・普及、教育情

報ナショナルセンター機能の充実などを推進しています。

子供たちに、 教育を実施していくためには、教員が を活用して指導ができる能力IT IT
を修得することが不可欠である。公立学校におけるコンピュータの操作が可能な教員の割

合は、平成 年度の ％が、 年度には ％となっている。また、コンピュータ11 66.1 14 87.6
を利用して教科指導を行うことが可能な教員は、平成 年度の ％が、 年度には11 31.8 14

％になっている。52.8

このような中にあって、本校教職員のITを活用しての指導力向上のため、各種ソフトウ

エアのマニュアル整備が急務となりました。

また、以前から新しいソフトウエアが導入される度に、研究部でマニュアルを作成し、

講習会を開き、操作方法等の伝達を行ってきました。毎年、新転任オリエンテーションに

おいても同様の伝達を行い、教材や資料作成に困らないようにしてきましたが、各ソフト

ウエアごとのマニュアルであったため、職員の異動等に伴い、いつしか散逸してしまうの

ではという危惧と本校教職員はもとより、生徒・保護者や外部の方へも配布し、広く盲学

校の情報教育について知っていただこうという意図もあり、マニュアルの整備に着手しま

した。

最初は、ソフトウエアごとのマニュアルを見直し、バージョンアップ等で追加された機

能を加筆修正することから始めました。しかし、大幅な改良が施されたものは、全面改訂

が必要なものもあり、作業は遅々として進みませんでした。
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構成を考える上で、単なる操作方法のマニュアルにとどめるのではなく、情報機器使用

のモラル向上にもつながるよう、各方面からの情報集めに時間をかけ取捨選択し、引用し

たこともあり、マニュアルの完成まで約１年を費やしました。

こうして完成したマニュアルは、２００３年度の情報教育研究部の全員の協力・分担に

よって作られた文字通り手作りのマニュアルです。これまでの経験とノウハウ、そして本

校教職員の資質向上に必要な情報が凝縮されたものと言っても過言ではありません。

「横盲教育」にマニュアルの内容を全て掲載できればいいのですが、５０ページを越え

るもので紙面上の都合もあり、以下に、マニュアルの目次と奥付のみを付します。各内容

については、薄緑色の冊子『横盲情報教育のすべて２００４ 必携 情報教育マニュアル』

または、校内ネットワーク上の「横盲情報教育のすべて２００４」のフォルダ内をご参照

ください。
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今後、このマニュアルが本校の教職員を始め、より多くの人達に活用され、本校の児

童・生徒はもちろん、県内のより多くの視覚障害者にＩＣＴが利用できるようになり、

しいては、視覚障害者の社会参加がより一層進められることを心より願ってやみません。


